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平成28年度第2次農林水産省関係補正予算及び
平成29年度農林水産予算概算要求が公表されました

平成28年度第2次補正予算が、8月24日に閣議決定され公表されました。また、農林水産省では、
平成29年度農林水産予算概算要求を決定し、財務省に提出しています。

これらの中では輸出力の強化､中山間地域の農業所得向上､イノベーションの推進等の事業が掲
載されています。

近畿の食と農インバウンド優良事例を募集しています
近畿地域は、歴史に恵まれた多様な食文化を有する国内屈指の観光地点であり、現在も多くの

外国人が訪れています。
近畿農政局では、食と農の魅力を結びつけ、訪日外国人の増加を農林水産業や地方創生に結びつ

けようとしている優良な取組に対して表彰を行うため、優良な取組事例を募集しています。
現在、インバウンドの取り組みを進めておられる方は奮ってご応募下さい。

募集締切：平成28年10月31日（月）

詳しくは http://www.maff.go.jp/kinki/seisaku/kihon/inbound/160801bosyu.html

お問い合わせ先：近畿農政局企画調整室 電話 075-414-9036

詳しくは http://www.maff.go.jp/j/budget/index.html
ご質問等は、地方参事官ホットライン 078-331-5924

主な内容

Pick up！！
第2次補正予算及び農林水産予算概算要求が公表されました
近畿の食と農インバウンド優良事例を募集しています

ご利用ください！「逆引き辞典２」
平成27年度日本型直接支払交付金の実施状況が公表されました

粋♡意気農業人

豊岡市の女性グループが男女共同参画優良事例で表彰されました！
「農林水産業の輸出力強化戦略」兵庫県説明会が開催されました！
平成28年産米の生産動向等について

H-SATTバックナンバーはホームページへ！
http://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/hyogo/pr/h_satt/index.html
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平成27年度日本型直接支払交付金の実施状況が公表されました

農林水産省では、農業・農村が有する多面的機能の維持・発揮を図るための日本型直接支払制
度を地方自治体とともに実施しており、今般、平成27年度の実施状況を公表しました。

兵庫県では、平成27年度の国及び自治体からの交付金の支払合計額は約50億円でしたが、各
交付金の実施概況は次のとおりです。国では、引き続き、地方自治体とともに多面的機能の発揮
促進のために取り組みを行ってまいります。

＜多面的機能支払交付金＞
交付金全体の支払実績は兵庫県内では約39億円でした。

代表的な交付金である農地維持支払交付金（地域共同で行う水路の草刈り・泥上げ、保全管理の
体制づくり等への支援）の
取り組みは、取り組み面積
が支援対象となりうる農地
に占める割合が県内80％と、
全国平均の52％と比べて高
く、全国で最も高い割合と
なりました。

平成27年度農地維持支払の取組状況
市町
村数

取組
組織数

取組面積（千ha）
田 畑 草地

全国 1,404 28,148 2,177 1,370 518 289
兵庫県 36 1,947 50 48 2 0

資料：農林水産省

＜中山間地域等直接支払交付金＞
多面的機能発揮を促進するため、中山間地域等における農業生産活動の継続的な実施を推進す

る交付金で、集落協定に基づく耕作放棄の防止等の活動に対して支援を行っています。
県内の交付金額は約10

億円で、支援対象となり
うる農地に実際支援の対
象となった農地が占める
割合は全国で約81％、兵
庫県では約68％でした。

＜環境保全型農業直接支払交付金＞
化学肥料・化学合成農薬を原則5割以上低減する取組や地球温暖化防止等に効果の高い営農活

動に取り組む農業者の組織する団体等に対して支援を行っています。兵庫県内の交付金額は約1
億円、実施面積は約2千ha、実施件数は198件でした。

平成27年度中山間地域等直接支払の取組状況
交付市
町村数

協定数 交付面積（千ha)
集落 個別 集落 個別

全国 990 25,635 25,123 512 654 648 6
兵庫県 23 550 550 - 5 5 -

資料：農林水産省

詳しくは、以下のページからのリンクをご利用下さい。

・多面的機能支払交付金 →
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/attach/pdf/tamen_siharai-1.pdf

・中山間地域等直接支払交付金 →
http://www.maff.go.jp/j/nousin/tyusan/siharai_seido/s_data/attach/pdf/index-2.pdf

・環境保全型農業直接支払交付金 →
http://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/kakyou_chokubarai/attach/pdf/mainp-2.pdf

ご利用ください！「逆引き辞典２」

農林水産省では、補助金等の事業の情報をホームページで公開していますが、事業の名前から
探す仕組みとなっていましたが、利用者にとって、どの事業が何に使えるのかが分かりにくいと
いう課題がありました。このため「誰が」、「何をしたい」から、必要とする事業の情報を検索
できる「補助金等の逆引き事典」をホームページ上で公開しています。

生産者の方からは、分かり易くて使いやすい等の声を戴いています。

逆引き辞典は https://www.gyakubiki.maff.go.jp/appmaff/input
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兵庫県内で活躍している農業男子！！、農業を愛する女子！！の活動
を取り上げ、青年就農者や農業法人で活躍する若い皆さん、これから
農業を志す皆さんのために「粋･意気 農業人」として紹介させていた
だきます。

新天地で起業、社員の成長が目標！
大学卒業後、飲食店や企業の農場で農業に従事した後、

2008年に淡路市に移住しトマトの施設栽培を始められ､
2014年に「株式会社 淡路の島菜園」を設立された代表取
締役の大森一輝さん（写真後列左）にお話を伺いました。

当初20ａからスタートしたトマト栽培は今年70ａとなり、
温度、日射量、肥料濃度などの施設内の環境をコントロー
ルしながら、チーム一丸で、もう一つ食べたくなるような
美味しいトマトを作ろうと頑張っています。

従業員は、常時雇用4名、パート従業員5名のほか、海外から
実習生2名を受け入れていますが、ＩＴ業界などからも人が集
まり、それぞれ専門知識を持ち寄り経営を更に発展させようと
考えています。研究心・探究心を持った人、成長する事が楽し
いと思える人に実践する機会や場所を与えることが私の仕事と
考えています。

今年から、いちごやいちじくの栽培に取組み、将来はいちご
の観光農園にも挑戦してみたいと考えています。

研修先農家の協力で就農、都市近郊農業で頑張っています！
今城里華さんは、ネイルサロンを経営されていましたが、

結婚後プランターでの野菜作りをきっかけに本格的に農業
に取り組みたいとの思いから、ネイルサロンをたたみ、１
年間のJAの新規就農研修後、１年間の農家研修を経て、研
修先の農家の紹介により、都市近郊で就農されました。今
城さんにお話を伺いました。

平成25年から神戸市西区でほ場を借り就農しました。
現在、ほ場は約30aで、夏はナス、冬はブロッコリーを中
心に保存の効く芋類を組み合わせてほ場を効率良く使って
います。作物をもっと上手に組み合わせてほ場の効率を上

げ収穫量も増やしたいと思っています。
地域の農家グループのメンバーとして、JA以外にも神戸市内

の地産地消に取組んでいるホテルやレストランに出荷し、街中
のマルシェ等で対面販売もしています。

就農から3年、苦労の連続でしたが、地域の先輩農家の方々に
アドバイスを受けながら、日々農作業に励んでいます。

神戸といえば都会で観光地のイメージが強いですが、農業も
盛んだということを多くの方に知っていただくことが夢です。

H-SATTのメール配信を行っています

http://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/hyogo/pr/mail_magazine.html詳細は

近畿農政局兵庫県拠点では、各種情報等を幅広い方にご覧いただくために、H-SATTのメール配
信を行っています。

メール配信をご希望の方は、ホームページ上で必要事項を記入の上、お申し込み下さい。

淡路の島菜園の皆さん
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農政に関するご相談、事業や制度へのご質問などがございましたら、お気軽に地方参事官ホットラ
インまでお問い合わせ下さい。 また、H-SATTに対するご意見等もお待ちしています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

2016.9

編集後記

早いものでもう9月。暑さ寒さも彼岸までと申しますが、朝夕涼しく感じる日も多くなりました。
これからは、寒さも増す季節です。皆様におかれましては、体調管理に十分お気をつけ下さい。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177

近畿農政局は、農山漁村における男女共同参画実現の取り組みに顕著な功績のあった「中谷農
事組合法人NJC中谷女性クラブ」に対して経営参画部門優秀賞の表彰を行いました。

中谷女性クラブは、農事組合法人の女性９名が中心となって活動
しており、食品製造事業者と連携して「米ぬかふりかけ」の商品開
発、地元産大豆を使用した味噌づくりを地域で広めたり、ロシアや
中国から集落に嫁がれた女性を講師に、出身地の料理試食会を開催
するなど地域社会の活性化に積極的に貢献しています。

代表の福本明美さんは､「私たちの活動を通して女性同士の交流、
地域の皆さんとのコミュニケーションの場を増やし、地域と組合を
活性化させて後継者の育成に繋げたい」と話されています。

豊岡市の女性グループが男女共同参画優良事例で表彰されました！

中谷女性クラブの皆さん

平成28年産米の生産動向等について

8月15日現在の平成28年産水稲の作柄概況（８月30
日公表）については、全国では早場地帯の作柄は「平
年並み」又は「やや良」、遅場地帯の生育は「平年並
み」と見込まれ、兵庫県内では、県北・県南・淡路と
もに「平年並み」となっています。

また、平成28年産主食用米の作付動向については、
生産数量目標の達成が見込まれる都道府県が34道府県
と需要に応じた生産が順調に進んでいます。

国としては、需要に応じた主食用米生産を推進しつ
つ、飼料用米、麦、大豆等の戦略作物の本作化、地域
の特色のある魅力的な産品の産地づくりや野菜等の高
収益作物への転換等の取り組みに対して引き続き支援
していくこととしています。

「農林水産業の輸出力強化戦略」兵庫県説明会が開催されました！

9月6日、標記説明会が神戸市で開催され、県内の農林漁業者、輸出に携わる食品事業者等の約
100名が参加しました。

説明会では、農林水産省から国の戦略や予算、近畿の港や空港等からの輸出が伸びていること
等の説明に加え、JETRO神戸事務所より県内の事例、関西で輸出に取り組む事業者から関西空港
と連携した輸出の取り組みについて説明がありました。

質疑では、地方市場の担当者から「関空を利用する場合の運搬の対応」などの質問があり、個
別に検討を行う必要がある等との説明、農業者からも黒大豆への取り組み等の質問があり、輸出
について県内関係者から高い関心が寄せられました。

８月15日現在における作柄概況

区 分
平 年 比 較

作柄（生育）の良否

全 国 早場地帯 平年並み又はやや良

遅場地帯 平年並み

近 畿 早場地帯 やや良

遅場地帯 平年並み

兵庫県 県 計 平年並み

県 南 平年並み

県 北 平年並み

淡 路 平年並み


